
森林・環境税のおはなし

～H25清流の国ぎふ森林・環境税活用事業～



環境保全を目的とした
水源林等の整備
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里山林の整備・
利用の促進

2

3 生物多様性・
水環境の保全

4 公共施設等における
県産材の利用促進

5 地域が主体となった
環境保全活動の促進

里山林

奥山林

渓畔林

水源林

木材生産林 既存施策で対応

清流の国ぎふ森林・環境税は森や清流を  守る５つの取り組みに役立てられています

●水源林や渓畔林などにおける間伐等の森林整備
●水道水源の上流域の森林などにおける境界明確化
●重要な水源地域における森林の公有林化（買い取り）

①森づくり
　～元気で活力ある水源地域の森を守り育てています～

③清流づくり～多様な生物、清らかな川を守り育てています～

②里山づくり
～私たちの生活環境に身近な
里山林を整備・活用しています～

●里山林の整備
（侵入竹の除去、森林病害虫の防除、広葉樹の
植栽、修景等の整備、不用木の除去　等）

●環境保全モデル林の選定、整備

●上下流域が連携した流域一体の河川清掃活動
●イタセンパラ（希少生物）の生息域外保全
●アライグマ、ヌートリア等の捕獲オリ及び処理設備の整備
●有害鳥獣捕獲従事者の育成
●岐阜大学における鳥獣対策に関する調査研究
●ため池に生息する外来種駆除
●里地（田んぼ、用水路など）の生態系保全活動

　　●河川魚道の機能回復（点検及び修繕）
　　●地域河川の水質問題の改善対策
　　●上下流域の自然環境等を相互理解する
　　　交流ツアー
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●教育福祉関連施設等の木造化、内装木質化
●学校等における木の机・椅子などの導入
●保育園、幼稚園等における木の教材（おもちゃ・キッ

トなど）の導入
●公共施設等の木質バイオマス利用施設（ボ

イラー、ストーブ）の導入
●県民協働による未利用材の搬出

●県民みんなで進める森づくり・川づくりなどの環境保全活動
●子どもたちへの環境教育
●カーボン・オフセットの普及啓発、J-VERの販売促進
●エコツーリズムの普及・定着
●生物多様性地域セミナーの開催
●森林・環境税の広報ＰＲ
●事業評価を行う第三者委員会の開催

④木づかい
～ぎふの木を使った施設づくりや

「ぎふ木育」などを進めています～

⑤人づくり
～県民みんなで支える

清流の国づくりを進めています～
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25年度の主な取組

①環境保全を目的とした水源林等の整備

●実施例●事業実績
　28市町村において2,181.13haの
水源林等の整備が進みました。

本巣市根尾地内

実施前

実施後

岐阜
248.32ha
西濃
68.36ha

中濃
924.99ha

東濃
640.88ha

飛騨
298.58ha

　私たちの生活に不可欠な「清らかな水」を守るため、水源となる森林での間伐など豊かな森づくりを進
めています。

環境保全林整備事業

　水道水源等の周辺上流域の森林のうち、荒廃した森林または荒廃のおそれのある森林で早急に公的な
管理が必要な森林を市町村が公有林化し、適正な森林管理を進めています。

●事業実績 ●水源地域概要図（黒川浄水場）
　水源林を守るセーフティー
ネットとして、白川町におい
て11.30haの公有林化が進み
ました。

水源林公有林化支援事業

TOPICS❶ 間伐するとどうなるの？
　間伐を行うことによって林内に光が入り、下層
植生が生えてきます。このことによって地表が守
られるとともに、生物多様性の豊かな森林となり
ます。また、雨水が土壌へ浸透する量や保水量も
多くなるため、水源かん養機能が向上します。間
伐を行わない暗い林内では、地表がむき出しとな
り、雨などとともに土が流れ去ってしまいます。

浸透量多い

衝撃を緩和

地表流少ない

地表を直撃

浸透量少ない

地表流多い

浸透量多い

衝撃を緩和

地表流少ない

地表を直撃

浸透量少ない

地表流多い

間伐すると 間伐しないと

公有林化森林下流の取水施設 ６１年生のスギ、ヒノキ林
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②里山林の整備・利用の促進

TOPICS❷ 岐阜県の代表的な木ってなんだろう？

　野生鳥獣被害の軽減など地域住民の
生活環境の向上や生物多様性の保全を
図るため、里山林の整備・活用を進め
ています。

　美濃市古城山のモデル林で、散策路や管理棟などを整備し、
里山遊びや環境教育の場として活用しています。
　また、新たに可児市久々利（花フェスタ記念公園の東隣）の
里山（11.6ha）をモデル林に選定し、「もりと人、人と人がつ
ながり、つくり、つたえる　ふるさと“我田の森”」をコンセ
プトとした整備・活用計画を立てました。

里山林整備事業

環境保全モデル林整備事業

侵入竹の除去（関市内） 不用木の除去（飛騨市内）

実施箇所の横断幕（恵那市内）木質施設等の改修（郡上市内）

●実施例

事業種別 事業量

侵入竹の除去     2.92ha

森林病害虫の防除     4.52ha

広葉樹等の植栽     0.98ha

修景等の環境保全 116.32ha

不用木の除去 329.57ha

木質施設等の改修 8箇所

計 森林整備　454.31ha
施設改修　8箇所

●事業実績
　24市町村において454.31haの里山林
の整備が進みました。

●コナラ
里の近くの雑木林に生えています。
秋には、細長いどんぐりがなります。

●ヒノキ
つやがあって香りもよく、くさりにくいので、建築用
木材として使われています。

ヒノキの木コナラの木
ヒノキの葉

コナラの実

コナラの葉

モデル林内での環境教育
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TOPICS❸ 生物多様性ってなんだろう？
　生物多様性とは、いろいろな生きものがいて、それらがつ
ながり支えあって生態系の豊かさやバランスが保たれている
ことです。生物多様性には、「生態系の多様性」「種の多様性」

「遺伝子の多様性」という３つの段階があります。
　私たちの暮らしは、空気や水、食べ物など、生物多様性が
もたらす恵みによって支えられていますが、生物多様性が失
われると、生物の間のつながりの輪が断たれることになり、
いずれは私たちの暮らしも困難になります。

③生物多様性・水環境の保全

　県内の主要河川流域において、流域の環境保全団体等による協働体と自治体等が連携し、流域全体に
着目した河川清掃活動に取り組んでいます。

流域清掃活動推進事業

長良川流域（海津市） 土岐川流域（多治見市）揖斐川流域（揖斐川町） 回収したゴミの一部

●実施例

●事業実績

●事業実績

わなによる捕獲状況 西和良地区での説明会の様子

　野生生物による農林業や
生活環境への被害の軽減及
び生態系の保全や外来生物

（アライグマ、ヌートリア
等）による生態系への影響
の防止を図るための取り組
みを進めています。

野生生物保護管理事業

個体数調整のための
ニホンジカの捕獲…1,884頭
捕獲オリ・
処理設備の導入 ……… 34基
有害鳥獣
捕獲従事者の育成……… 6人

　耕作放棄による農地の荒廃や外来種の侵入などにより近年崩れつつある里地（田んぼや水路、ため池な
ど）の生態系の保全を図るため、モデル的な取り組みを進めています。

里地生態系保全支援事業

ビオトープでの環境学習 水路での捕獲状況水路の整備 捕獲したスクミリンゴガイ
（通称：ジャンボタニシ）

　５団体において、モデル的な取り組みが行わ
れました。

　６市町において、13.12tのスクミリンゴガイ
の駆除が進みました。

●事業実績 ●事業実績

●実施例 ●実施例

◦長良川流域：郡上市、岐阜市、海津市、桑名市において流域一斉清掃を実施（参加者約320人）
◦揖斐川流域：揖斐川町、池田町、大野町、大垣市、養老町、垂井町において150団体が連携して実施（参加者約3,000人）
◦土岐川流域：新たに流域清掃の取り組みを始めることができた（参加者約60人）

種の多様性
多くの種類の
動物や植物

遺伝子の多様性
同じ生物種でも

多様な性質

３つの多様性

生態系の多様性
さまざまな自然環境

（森林、里山、湿原、
ため池、河川など）
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④公共施設等における県産材の利用促進

TOPICS❹ 木は環境にやさしいの？
　木は、二酸化炭素を吸収し、幹や根に炭素としてたくわえています。
建物などに使われた木材の中にも、炭素がたくわえられています。木
を伐って資源として使っても、そのあとに苗木を植えて育てることで、
新しい木がまた二酸化炭素を吸収します。また、木材は、鉄やアルミ
ニウムなど他の資材と比べて、少ないエネルギーで製造することがで
きます。
　このように、森林の働きを利用することで、環境を守りながら、木
を資源として使うことができます。
　人間1人の呼吸で出る二酸化炭素は年間約320kgで、約23本のスギ
の年間吸収量と同じです。
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住宅用資材の製造に必要なエネルギー（推計）
資料：科学技術庁「ライフサイクルエネルギーに関する調査研究」

1000kcal/kg

木材 鉄骨 プラスチック製品 アルミニウム製品
0.7

7.4

22.0

73.0

　県内の保育園、老人ホームなど９つの木造施設が整備されました。

木の香る快適な教育施設等整備事業
　県民の皆さんに木材利用や環境保全に対する関心と理解を深めていただくため、教育福祉関連施設の
木造化や内装木質化を進めています。

八幡小学校の教室（池田町） 竹原保育園の遊戯室（下呂市） グループホーム万年青の食堂（恵那市）

●事業実績

　県内の保育園、小・中学校など
28施設において767セットの木製
の机・椅子の導入が進みました。

　子どもたちへ豊かな心を育む「ぎ
ふ木育」を進めるため、小・中学校
などにおける木製の机・椅子等の導
入を進めています。

ぎふの木で学校まるごと木製品導入事業

沖ノ橋保育園（岐阜市） 下呂中学校（下呂市）

●事業実績

　県内の保育園、幼稚園、小学校など
89施設で776セットの木育教材の導入
が進みました。

　子どもたちへ豊かな心を育む「ぎふ木
育」を進めるため、保育園、幼稚園など
における「ぎふの木」を使った教材（おも
ちゃ、キット）の導入を進めています。

ぎふの木育教材導入支援事業

ヒノキの行灯キット（岐阜市立藍川北中学校） 『立ち砂場』（かやの木保育園（中津川市））

●事業実績
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⑤地域が主体となった環境保全活動の促進

圏域別 活動団体数
（団体所在地）

参加人数
（人）

岐　阜 10 2,866
西　濃 5 1,223
中　濃 11 3,833
東　濃 10 1,662
飛　騨 0 0
合　計 36 9,584

　県民の皆さんに森づくりや川づくりへの関心と理解を深めていただくため、県民参加の環境保全活動
を進めています。

清流の国ぎふ地域活動支援事業

　県内に活動拠点のある36団体に助成を行い、
森づくり活動や川づくり活動に、延べ約9千6
百人の県民の皆さんが参加しました。

●事業実績 ●実施例

　県内の子どもたちを対象とした森や木、
川に関する環境教育を実施し、将来の清流
の国ぎふを担う人づくりを進めています。

森と木と水の環境教育推進事業

学校別 実施校数
（延べ）

参加人数
（人）

幼稚園・保育園等 20 696
小学校 64 3,748
中学校 8 180

高等学校 8 406
特別支援学校 3 126

合　計 103 5,156

　述べ103の学校等で環境学習を実施し、
約5千2百人の子どもたちが参加しました。

●事業実績

◦木育教室「木のアクセサリーづくり」（年長児）
◦身近な森での草花遊び、木の実遊び（小学1,2年生）
◦校庭の樹木調べ（小学3年生）
◦森林の土壌の働きについての流水実験（小学4年生）
◦学校裏のわんぱく山で森の遊び場づくり（小学5年生）
◦苗木のホームステイと植林体験（中学2年生）
◦学校周辺の川の生き物調査（特別支援学校中学部1～3年生）
◦里山の竹林整備作業の体験（農林高校3年生）

森林の土壌の働きについての流水実験 わんぱく山　森の遊び場づくり

●実施例

TOPICS❺ 森林や川にはどんな働きがあるの？

らぎ、潤いを与える
生活空間です

の中に蓄えられた
栄養分を海に運びます

様な生物を
育みます

害（土砂崩れ）を
防ぎます

かな水を育み、
洪水を和らげます

森のない
場所

森のある
場所

豊

多

災

安 土

森林や川の
公益的
機能

球温暖化を
防ぎます地

　森林や川には、私たちの生
活をより快適で安全なものに
してくれるさまざまな力があ
ります。
　森林や川をきちんと管理す
ることでそのはたらきは、よ
り大きなものになります。
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清流の国ぎふ森林・環境基金事業　平成25年度実績総括表
事業概要 5年間の

事業計画量
平成25年度事業　実績

事業名 事業内容 事業主体 実施事業量 実績額（千円）

1−1　環境保全林整備事業 ・水源林、渓畔林、奥山林等の間
伐等の助成

市町村、
林業事業体等 15,000ha 2,181ha 393,009

（うち、税分217,609）

1−2　水源林境界明確化促進事業 ・水源林の機能強化等に必要な境
界の明確化作業等の助成 市町村 400ha

（H25〜H28） 79.33ha 11,580

2　水源林公有林化支援事業 ・森林の公有林化の助成 市町村 150ha 11.30ha 9,937 

3　里山林整備事業 ・里山林の整備の助成 市町村
各種団体 2,600ha 森林整備：454.31ha

施設改修：9箇所 108,821 

4　環境保全モデル林整備事業 ・環境モデル林の選定と計画策定・整備 県 5箇所 1箇所 47,500 

5−1　流域清掃活動推進事業 ・流域協働による河川清掃への助成 NPO、
地域団体　等 5流域 3流域 

（長良・揖斐・土岐川） 2,635 

5−2　流域協働による効率的な
河川清掃事業 ・流域協働による河川清掃の実施 県 5流域 3流域 

（長良・揖斐・土岐川） 36,812 

6　イタセンパラ生息域外保全推
進事業

・イタセンパラ（国内希少野生動物
種）の生息域外保全 県 1箇所 1箇所 

（各務原市内） 329 

7−1　野生生物保護管理事業
　　  （ニホンジカ）

・個体数調整のためのニホンジカ
の捕獲補助

市町村、
NPO　等

市町村の
実施計画による 捕獲頭数1,884頭 21,141 

7−2　野生生物保護管理事業
　　  （捕獲オリ・処理設備）

・アライグマ、ヌートリアの捕獲オ
リ・処理設備購入補助 市町村 捕獲オリ  500基

処理設備    50基
捕獲オリ　34基 
処理設備　  1基 234 

7−3　野生生物保護管理事業
　　  （市町村職員の育成）

・有害鳥獣対策等に従事する市町
村職員の育成 市町村 25人 6人 2,338 

8　野生動物総合対策推進事業　 ・鳥獣対策に関する調査研究（岐
阜大学） 大学 １機関 岐阜大学 

寄附講座 20,717 

9−1　生きものにぎわうため池
再生事業

・ため池の生態系を回復する外来
種駆除などの実施 県 25箇所 5箇所 2,483 

9−2　生きものにぎわう水田再
生事業

・水田の生態系を回復する水田魚
道の設置 県 5地区 1地区 2,166 

9−3　里地生態系保全支援事業
　　  （団体支援）

・里地の生態系を復活させるモデ
ル的取り組みへの助成

NPO、
地域団体  等 延べ20団体 5団体 7,217 

9−4　里地生態系保全支援事業
　　  （市町村支援）

・里地の生態系保全に取り組む市
町村への助成 市町村 延べ25市町村 6市町 4,855 

10　河川魚道の機能回復事業　 ・地域協働を取り入れた魚道の適
切な維持管理の実施 県 点検魚道  673箇所

修繕魚道  253箇所 50箇所 4,999 

11　地域協働水質改善事業 ・地域が協働して取り組む水質改
善に対する支援・助成

県、市町村、
地域水質改善協議会 1地域 1地域 6,712 

12　上流域と下流域の交流事業 ・上流域、下流域の環境を理解す
るツアーの実施 県 延べ75回 延べ18回 7,546 

13　木の香る快適な教育施設等
整備事業

・教育福祉関連施設等の木造化、
内装木質化の助成

市町村、学校法人、
社会福祉法人、医
療法人　等

65施設 9施設 140,156 

14−1　ぎふの木で学校まるごと
木製品導入事業 ・学校の机、椅子等の導入の助成

市町村、学校法人、
社会福祉法人  等

6,000セット 767セット 9,082 

14−2　ぎふの木育教材導入支援
事業 ・木製の学習教材の導入の助成 250施設 89施設 3,822 

15−1　木質バイオマス利用施設
導入促進事業

・木質バイオマス利用施設の導入
の助成

市町村、
学校法人  等

ボイラー  10施設
ストーブ  500台

ボイラー　0施設 
ストーブ　   5台 2,351 

15−2　県民協働による未利用材
の搬出促進事業 ・未利用材の搬出の助成 市町村 20,000t 1,017t 1,469 

16　清流の国ぎふ地域活動支援
事業　

・森、川づくり等環境保全活動に
対する助成 法人、団体  等 100件（団体） 36件・団体 18,885 

17　森と木と水の環境教育推進
事業

・森・川・海・里山に関する環境
教育活動の実施

県（小・中・高校、
保育所、幼稚園等）、
学校法人

400校（園） 103校 7,468 

18　森から生まれる環境価値普
及促進事業

・カーボン・オフセットの普及、J−
VERの販売促進 県 一式 一式 3,074 

・カーボン・オフセットを行う団
体の支援

市町村、
団体  等 45団体 7団体 1,298 

19　エコツーリズム促進事業
・エコツーリズム連携会議の開催 県 5回 1回 198 
・エコツーリズムに取り組む団体

の支援
市町村、
団体  等 15団体 5団体 4,439 

20−1　生物多様性に配慮した地
域づくりの普及推進事業 ・生物多様性地域セミナーの開催 県 計画による 5回 529 

20−2　清流の国ぎふ森林・環境
税事業推進事業

・森林・環境税の広報PR、事業評
価委員会の開催 県 一式、15回 一式、3回 3,281 

21　清流の国ぎふ市町村提案事業 ・市町村が特に必要と考える事業 市町村 提案数による 62件 85,690 
21事業 797,372 



課税の方法は？ 県民税（均等割）に上記の額を上乗せします

税の管理は？

※県外の皆様にも、ふるさと納税制度による寄付などを通じてご協力いただいています。

税金の使いみちを明確にするため、既存の税収と区別し「清流の国ぎふ森林・環境基
金」に積み立て、毎年必要な額を取り崩して、目的とする施策のための財源とします。

チェック機能は？ 第三者機関が各施策の取り組みをチェックし、事業実施後の評価を行うとともに、
事業の内容と成果については、県民の皆様に公表します。

個人…

法人…

（その年の１月1日現在で）県内に住所がある方、県内に家屋敷等を持っている方

県内に事務所、事業所などがある法人等
※前年の所得金額が一定基準を下回るなど一定の条件を満たす方は非課税です。

（県民税均等割標準税率の10%相当額）
年額 1,000円
年額２,000円～80,000円

個人…
法人…

納める方法は？ 個人市町村民税と合わせて市町村が徴収し、県へ払い込みます
法人県民税の申告納付の際に併せて県が徴収します

個人…
法人…

いつまで続くの？ 平成24年度から平成28年度までの5年間
平成24年4月1日から平成29年3月31日までの間に開始する事業年度分

個人…
法人…

TEL 058 - 272 - 8472  FAX 058 - 278 - 2702  E-mail : c11513@pref.gifu.lg.jp

http://www.pref.gifu.lg.jp/sangyo-koyo/ringyo-mokuzai-sangyo/kanren-joho/zei/
清流の国ぎふ森林・環境税のホームページ

岐阜県林政部恵みの森づくり推進課

お問い合せ先

森林・環境税のしくみ

納める方は？

納める額は？


